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京ト協が各種講習会を開く
整備技術講習 受講者募集
グローリー会 創立３５周年
査定京都府支所 有識者委員会を開催
◀ＫＣＡＡ京都 法人設立１９周年 
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

地域と発展する姿勢は今も昔も変わらず

創業時の車両（1922年）

京都名所遊覧バスの絵葉書（34年頃、賀茂大橋）

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

　

３
月
の
京
滋
地
区
の
景
気

は
、
改
善
ト
レ
ン
ド
を
保
ち

つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
水
準

を
維
持
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
。
対
前
月
で
は
個
人
消

費
、
観
光
、
雇
用
・
所
得
に

改
善
が
見
ら
れ
る
と
の
総
合

判
断
。
設
備
投
資
と
住
宅
投

資
は
横
ば
い
で
推
移
し
、
公

共
投
資
、
生
産
は
や
や
鈍
化

し
た
。
日
本
銀
行
京
都
支
店

が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
る
と
、
主
要
小

売
業
販
売
額
は
前
年
比
３
・

６
％
増
。
京
都
の
百
貨
店
売

上
高
、
ス
ー
パ
ー
販
売
額
、

家
電
販
売
額
い
ず
れ
も
プ
ラ

ス
幅
を
広
げ
た
。
自
動
車
関

連
で
は
、
乗
用
車
販
売
が

供
給
制
約
の
あ
お
り
を
受

け
、
９
カ
月
連
続
の
マ
イ

ナ
ス
。
た
だ
、
減
少
幅
は

幾
分
か
戻
し
た
。

　

観
光
分
野
は
、
京
都
市

内
の
主
要
ホ
テ
ル
宿
泊
客

数
が
54
・
７
％
増
と
引
き

続
き
順
調
に
持
ち
直
し

た
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造
業

が
能
増
投
資
、
非
製
造
業

が
コ
ロ
ナ
禍
で
先
送
り
し

て
い
た
更
新
投
資
の
再
開

で
全
体
を
押
し
上
げ
、
前

年
を
上
回
る
計
画
。

　

住
宅
投
資
分
野
は
、
府
内

の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が

20
・
９
％
増
。
一
方
、
公
共

投
資
分
野
は
、
府
内
の
公
共

窯
業
・
土
石
も
弱
め
の
動

き
。
化
学
は
横
ば
い
、
和

装
関
連
は
依
然
低
水
準
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
緩

や
か
に
改
善
し
、
物
価
は

光
熱
・
水
道
、
食
料
な
ど

の
値
上
げ
で
上
昇
。
貸

出
、
実
質
預
金
は
増
加
。

京
滋
の
景
気
、基
調
は
上
昇

３
月 

自
動
車
は
減
少
幅
縮
小

工
事
請
負
金
額
が
48
・
７

％
前
年
を
上
回
る
も
、
弱

含
み
に
転
じ
て
い
る
。

　

製
造
業
の
生
産
活
動

は
、
中
国
で
の
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
の
影

響
を
受
け
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
が
自
動
車
向
け

な
ど
で
足
踏
み
。
汎は

ん
よ
う用
・

生
産
用
・
業
務
用
機
械
は

改
善
傾
向
が
続
く
も
、
輸

送
用
機
械
は
停
滞
気
味
。

万
博
時
の
京
都
駅
定
観
バ
ス
乗
り
場

　

京
阪
バ
ス
（
鈴
木
一
也
社
長
、
京
都
市
南
区
）
は
20

日
、
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

生
活
様
式
が
様
変
わ
り
し
、
経
営
を
取
り
巻
く
状
況
も

激
変
す
る
中
で
、
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
の
船
出
。

大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
４
時
代
に
わ
た
り
京
都

の
観
光
や
経
済
、
生
活
を
見
続
け
て
き
た
同
社
に
と
っ

て
、
地
域
と
共
に
発
展
す
る
姿
勢
は
今
も
昔
も
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
な
い
︱
。

　

京
阪
バ
ス
は
１
９
２
２

年
（
大
正
11
年
）
７
月
に
中

野
種
一
郎
氏
が
設
立
し
た
桃

山
自
動
車
が
前
身
。
京
阪
電

鉄
の
伏
見
桃
山
駅
前
を
起
点

に
、
11
台
の
ハ
イ
ヤ
ー
で
伏

見
桃
山
御
陵
へ
参
拝
客
を
輸

送
（
０
・
８
㌔
メ
ー
ト
ル
）

し
た
の
が
始
ま
り
だ
。
24

年
（
同
13
年
）
10
月
に
京
阪

自
動
車
へ
改
称
、
26
年
（
同

15
年
）
１
月
か
ら
伏
見
桃
山

︱
御
陵
下
間
で
本
格
的
な
乗

合
自
動
車
事
業
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
28
年
（
昭
和
３

年
）、
当
時
、
沿
線
の
バ
ス

事
業
者
の
買

収
・
統
合
を

方
針
に
掲
げ

て
い
た
京
阪

電
鉄
が
経
営

権
を
取
得
し

た
。

　

京
阪
自
動

車
は
京
阪
電

鉄
の
方
針
に

従
い
、
28
年

（
同
３
年
）

︱
30
年
（
同

５
年
）
に
か

け
６
路
線
を

買
収
、
府
内

の
沿
線
バ
ス

事
業
を
拡

大
。
滋
賀
や

大
阪
で
も
買

収
や
事
業
継

承
を
続
け
、

31
年
（
同
６

年
）
に
京

滋
・
大
阪
地

区
の
京
阪
グ

ル
ー
プ
の
バ

ス
の
統
合
が

完
成
し
た
。

　

季
節
ご
と
に
京
都
の
名
所

を
巡
る
京
都
定
期
観
光
が
始

ま
っ
た
の
は
29
年
（
同
４

年
）。
京
阪
電
鉄
は
京
都
観

光
の
将
来
性
に
着
目
し
、

28
年
（
同
３
年
）
に
営
業
を

開
始
し
て
い
た
京
都
遊
覧
乗

合
自
動
車
の
営
業
権
を
20
万

円
で
譲
り
受
け
、
京
都
名
所

遊
覧
乗
合
自
動
車
を
設
立
。

12
人
乗
り
シ
ボ
レ
ー
箱
形
７

台
、
16
人
乗
り
３
台
で
営
業

が
ス
タ
ー
ト
。

　

京
阪
バ
ス
50
年
史
で
は

「
こ
れ
に
妙
齢
美
声
の
婦
人

案
内
係
を
乗
せ
て
、
遊
覧
す

る
名
所
旧
跡
を
名
文
帳
の
言

葉
で
案
内
し
て
、
好
評
を
博

し
た
」
と
当
時
の
様
子
を
振

り
返
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
当
時
の
コ
ー
ス
は

桃
山
御
陵
︱
乃
木
神
社
︱
伏

見
稲
荷
神
社
︱
三
十
三
間
堂

︱
清
水
寺
︱
八
坂
神
社
︱
円

山
公
園
︱
知
恩
院
︱
南
禅
寺

︱
平
安
神
宮
︱
御
所
︱
金
閣

寺
︱
平
野
神
社
︱
北
野
神
社

︱
二
条
離
宮
︱

西
本
願
寺
︱
東

本
願
寺
︱
京
都

駅
。
こ
れ
ら
を

８
時
間
で
回
る

も
の
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
戦
時

体
制
に
入
る
と

遊
覧
目
的
の
バ

ス
は
燃
料
規
制

の
対
象
と
な
っ

た
た
め
、
40
年

（
同
15
年
）
に

京
都
名
称
遊
覧

乗
合
自
動
車
は

京
都
聖
蹟
巡
拝
自
動
車
と
改

称
し
、
コ
ー
ス
を
整
理
し
た

上
で
継
続
し
た
も
の
の
、
営

業
休
止
は
避
け
ら
れ
ず
、
翌

年
京
阪
自
動
車
に
合
併
さ
れ

た
。

　

聖
跡
巡
礼
バ
ス
事
業
を
継

承
し
た
が
、
一
般
客
は
取
り

扱
え
ず
、
大
東
亜
共
栄
圏
と

呼
ば
れ
て
い
た
朝
鮮
、
台

湾
、
満
州
、
中
国
な
ど
の
外

地
特
別
団
体
客
に
限
り
、
警

察
の
許
可
が
あ
れ
ば
扱
う
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
こ
れ
ら

に
頼
っ
て
営
業
を
続
け
て
い

た
。

　

そ
の
後
、
京
都
市
内
定
期

遊
覧
バ
ス
は
48
年
（
同
23

年
）
に
ま
ず
外
国
人
向
け
に

許
可
さ
れ
、
49
年
（
同
24

年
）
に
一
般
営
業
を
２
コ
ー

ス
で
再
開
。
経
済
復
興
で
観

光
需
要
の
伸
び
る
中
、
55
年

（
同
30
年
）
に
京
都
市
と
定

期
観
光
バ
ス
運
営
に
関
す
る

協
定
を
結
び
、
京
都
市
交
通

局
含
め
定
期
観
光
バ
ス
事
業

が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
２
面
に
続
く
）

暑
中
／
夏
の
事
故
防
止
府
民
運
動

京都経済、社会 見続けて100年
 京阪バス


